
１２ Ｂｃ 【ねらい】１次式の加法,減法を行うには，数の計算と同じように項の考え

や計算法則を使えばかっこをはずすことができることに気付き，これ以上

簡単な形にすることができないところまでまとめることができる。 
１次式の加法， 

減法 

１．本時の役割について 

 本時は，今まで学んできた計算の規則や分配法則をもとに，１次式の加法,減法のかっ

このはずし方を考え，その計算技能の習熟を図る授業である。計算の過程を考える活動

の時間だけでなく，計算技能の習熟を図る時間を多く確保することが大切であると考え，

本時の役割を Bc 型とした。 

２．役割に応じた指導について 

１．１次式の加法，減法を行う場 

・導入場面で，「＋／－」について「たす／ひく」と「プラス／マイナス」の読み分けに

ついて触れる。また，計算過程を説明する際に「たす／ひく」なのか「プラス／マイ

ナス」なのかについて問い返し，加法・減法や項だけ並べた式を意識できるようにす

る。 

 

２．１次式の加法，減法を行う場 

・評価問題の後に，練習問題を位置付ける。評価問題と同じ程度の難易度の問題（Ａ）

と，分数や小数を含むやや難しい問題（Ｂ）を用意し，生徒が自己選択で取り組むこ

とができるようにする。教師は，つまずきに応じて，まず評価問題，次に問題（Ａ）

に取り組んでいる生徒を見届ける。 

 

３．実践を終えて 

・（１）（２）のような問題を先に扱い，かっこの前に数があるものを後に扱うことによ

りかっこのはずし方について焦点化して考えることができるようにした。 

・個人追究の中で，意図的に生徒を指名して板書させ，その後の全体交流ではかっこの

はずし方のみの説明をすることによって，終末の練習時間を確保した。 

  

 

【資料３：指導展開】 



時間 学 習 活 動 研究に関わって 
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＜問題提示＞ 

 

 

 

○式から，１次式の部分を見つける。 

・かっこの中が，１次式になっている。 

・１次式と１次式の加法と減法だ。 

 

○どのようにしたら計算することができそうかの見通しをもつ。 

・かっこをはずせば計算できそうだ。 

・(1)は，そのままかっこをはずせばよさそうだ。 

・(2)は，分配法則を使えばかっこをはずすことができそうだ。 

・(2)は，減法を加法に直してもできそうだ。 

かっこをはずして，１次式の加法，減法をしよう。 

＜個人追究・全体交流＞ 

○１次式の加法，減法の計算をする。 
<項だけ並べた式にする> 

(1) )103()125(  xx
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<減法を加法に直す> 

(2) )103()125(  xx
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<分配法則を使う> 

(2) )103()125(  xx
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○１次式の加法，減法の計算の仕方，主にかっこのはずし方について

交流する。 

・(1)のような加法は，項だけ並べた式にすれば，そのままかっこをは

ずすことができる。 

・(2)のような減法は，ひく式の各項の符号を変えて加えればいい。 

・(2)は，「－」の前に「１」が省略されていると考えれば，分配法則

を使ってかっこをはずすこともできる。 

 

 

 

 

・(2)のように分配法則を使ってかっこを外せばいい。 

・(1)～(3)のどれも，分配法則を使った考え方で，かっこを外すこと

ができる。 

 

○かっこのはずし方の簡単な反復練習をする。 

 

＜評価問題＞（(2)(3)と同程度の問題を２問） 

 

＜練習問題＞ 

○評価問題と同じ程度の難易度の問題（Ａ）と，分数や小数を含むや

や難しい問題（Ｂ）を，自己選択して取り組む。 

 

＜本時の振り返り・自己評価＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．１次式の加法，減法を行

う場 

・導入場面で，「＋／－」に

ついて「たす／ひく」と「プ

ラス／マイナス」の読み分

けについて触れる。また，

計算過程を説明する際に

「たす／ひく」なのか「プ

ラス／マイナス」なのかに

ついて問い返し，加法・減

法や項だけ並べた式を意

識できるようにする。 

２．１次式の加法，減法を行

う場 

・評価問題の後に，練習問題

を位置付ける。評価問題と

同じ程度の難易度の問題

（Ａ）と，分数や小数を含

むやや難しい問題（Ｂ）を

用意し，生徒が自己選択で

取り組むことができるよ

うにする。教師は，つまず

きに応じて，まず評価問

題，次に問題（Ａ）に取り

組んでいる生徒を見届け

る。 

 

 

 

 

 

 

本時活用する既習内容 

・１次式とその項 

・１次式と数との乗法 

・加法，減法，乗法，除

法の混じった式の計

算 

【評価規準】〈技能〉 

 １次式の加法，減法を，

項の考えや計算法則を使

ってかっこをはずし，計

算することができる。 

【問題１】次の計算をしよう。 

 (1) )103()125(  xx   (2) )103()125(  xx    

１次式の加法･減法は正の数･負の数で習った計算の規則や分配法

則を使ってかっこをはずせば，今まで習った計算と同じになって，

文字の部分が同じ項どうしをまとめて計算できることが分かっ

た。 

【問題２】どのようにかっこをはずしたのでしょう。 

(3)  8462)2(4)3(2  xxxx
 



 


